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1 .再評価の審議経過

河川ー1 川綱川河川総合開発事簸の経鎗

審級経過 高野{Iの理由 工期 l事f憧.同R｝ 
駐 日干

B/C 慣 事E

当初（H10新規卸値｝ 10年間線級 S48 ト~20 1600 I 98 
複合'Iム｛想力式コンウリートダム・ロッヲフィル
ダムJ;H=58Sm V=229 000m3 

佐世保市再S軍備（H11) 針自国取水量6万m’＇／8

7,1包審樋（H15) 再E平価i.:s年経過 S48 H20 297 0 1 18 
複合ダムt電力式コンヲリートダム・ロッヲフィル
ダムJ;H=58Sm V=229 OOOm3 

佐世保市南S軍備（H16) 再評価後5年経過 計画胞＊•を4万m1 8に見直し

?1.2回審樋（H可6)
事.の経過暢告

『ダム規慢の見直しを行い、平成17年鹿に再審樋J

冨l3国審lllH11) 
事案の経過級告

『河Jll:m:備計画倹約豊富員会途中経過線告』

ヨ＼4@JSlllH181
.茸の事基過鎗告
f河Illff備計臨検討委員会経過格告』

第5回冨lllH19 川細川水系河川盤備計画問，患の糧管 S4.ll H28 2850 143 
軍力式コンヴリートダム
ダム;ilH=554m爆JJl長L=440Om 

佐世保市再t軍備（H1自｝ 社会経茨愉”の怠搬な変化 肘Iii•水量をa万m’／自に変更． 自.年目ll:H29

ms図書締（H23) 社会経涜愉”の変化 s•e H28 2850 1 27 11!力式コンヲリートダムダムi':jH=554m h量頂長L=234Om 

佐t世保市再E草笛（H253 15) 倉工前E草笛 自調年蟹H36

ll'¥7回審姐（H27今回｝ 事士会鰻涜愉”の変化｛エ期変更1 548 HJ4 2850 1 25 
電力式コンヲリートダム
ダム高H=SS4m t坦班長L=234Om 

2.石木ダムの事業概要＜位置図＞
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・県j司川課が管理するダム
35ダムが完成
・建設を進めているダム
石木ダム、浦上ダム、本Bjj川ダム
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2.石木ダム事業概要＜川棚川の流域＞

＋ 
川棚川は県が管理するこ級淘川

流i裏面積 81.4km2 （県内2位）
沼川延長 19.4km （県内3位）

． 凡例：基準地点及び正常流量設定地点
：流峻界
：市町村界
：ニ級河川区間
：県界

一
円
一

2・一石木ダム事業概要＜石木ダムの位置＞

0111繍川の河口から2km上流が、石木川合流点で、
その合流点から2km上流が ~ rQ y宮町 です．
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石木ダム事業概要＜目的・進捗状況＞2. 

川棚川の治水基準点である山道橋地点において、基本高水流量
1.4αコm3sを既設野々川ダムと石木ダムで1.130m3slこ調節する
だめ、百木ダb.ではj台水容鼠 1.950.C氾Om3を確保する。

現在使用している水道用水1日当だり22.500m3くうち｛玄白保市
15.000m3、川徹町7500m3）、ダム下流の産量援用水、濁川i援演を
維｝奇するだめの水源として、不特定l=i• 740.仁幻Qm3を確保する．

佐也保市の水道用水1日当たり40,000m3を確保する疋めの水源と
して、新規利水容量2.490.C幻Om3を確保する。

0石木ダムの目的

｜① 洪水調節

陪 流水の正常な機能の維持 ｜

｜③ 水道用水の供給

0事業費

総事業費： 285f意円
負担額： 治水約185憧円 （1 /2国土交通省補朗〉
利水約10 0億円 （1 /3摩守労働省補剖）

平成26年度の事業費： 15. 0億円
平成27年度の事業費： 9. 3億円

0貯水池容量配分図

サ＇-hージホ位 EL69.Sm 

治水路 1,950,000m3① ”ε
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随行済みの週E重量貨
約158協円

0事業の進捗状況

平成26年度までに

約55%の事業費を随行

残事業費

約127億円
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石木ダム事業概要＜ダムの矯造＞2. 

長さ234mのダムを建設します。
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2＿.石木ダム事業概要＜付替道路工事＞

0付替道路工事の目的
ダム建設により現況の県道鷹野川棚線、町道中ノ川内線、
町道岩屋線などの一部区聞が水没するため、道路の付替を
行います。

0石木ダムの付醤道路計画
県道1路線、町道4路線、農道1路線の合計6路線、約7km

． 
－ 

． 

町E直下本渇，e

Jヒ 計画平面概略図
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石木ダム事業概要＜石木ダム及び貯水池＞
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3.事業の主な経緯（1/2) 

昭勾48年度

BB天日50仔度

tヲfo人アバロjj 司 Ir 

実施計画調査

建設事業探fR、琶手

F fj 3[ 

平成 2年 7 JJ 2日 集中哩雨によりJI棚j1 1;r1或が~8~

平成 6rf 8月～平成ア毎 4月 佐世保市人渇水（264日間制限給水〉

、11fi( 9 rt 1 1 J-:l 2 gけ ....λーり・恒三没の紡h

平成10年12月 10日 県公共事業再評価 〈継続実施）

平成12年 1月21日 代替地造成工事着手 CH 1 4. 6完成〉

平成15年 6月 3日 代替墓地造成工事着手 CH1 5. 1 0完成〉

豆盛ユ豆笠_8月27円 県公共事業酉評価川島根施〕

平成16年11月15日 佐世保市水道水源整備事業再評価監視委員会 計画取水量を4万トンに変更
事業継続を市長ヘ答申

型戚17写 2且之3日良心思議設血監理歪員会企独趨筆見直L組告 （事業継続確認〉

平成17年11月18白 川淵川水系沼川整備基本方針の同意 0司川法第16条）

平成19 rt: 3月30日 川棚川水系濁川整備~ Iimiの同意 （濁川浩第16条2)

主成19.1:f 1 2且28-8」主血埋電車遡鴎整憧重差車副匝霊員怠 E重業鉱続査妥当J＝今目標年度29年

平成2Qij' 3月29日 県条例に基つく環l亮影醤許！面の手続き完了

平成20年 6月30日 県公共事業再評価 （継続実施〉

3.事業の主な経緯（2/2)

刊誌21年 I1 JJ 9U 八~＊·！也／；ti筒fr,]へ事提己主広Ffio

平成22~ 3月24日～7月23日 付百出路工事に琶.I

平成23年 6月13日

平成24年 6月11日

平成25年 3月14日

I）..，.，ιb守 らrJ しι

平成26年 7月30日

平成261f 8月 7日

成261李 9J・J 5ll 

・r成261t 1 1月25日

平成27年 3月24日

m成27年 5月19 [:-J 

成27王手 6J=J22EI 

成271'.f: 7 fj 8E3 

~ 』叉支ii;rn,のB§1上司話し合いを行うため 問者保比

県公共事業再評価 （継続実路〉＝宇 Ifl~28年度完済

邑がタム事葉継暗とする補間舎交付｜こ’系る紅応方針決定

佐世保市水道施設整備事業再評価委員会「事業継続を妥当J司E療'ff/J{36ff

，屯：.1;:11豆、

1リ笛道路工事に百工（～8月7円 〉
...；）＆苅；~のl垣正 －ー結論が出るまで一時1本庄

目白iB~~工事の通行妨宮禁庄の似処分申ロ ーーーーー・・ー・ーー園田喝

t !tbの収陶芸i；良部品及ひ叫垣裁決申立をhう（迂回tW~flJl

i：也の収同訪日！Fドおに向けての子続開始（タムふ保有辺同1也） ： 
世話道路工事の通行妨害芸止の｛次処沿；R>F ←申ーーーー世ーーーーー＿，

1司自遺~~LL事再開
司，k苅；~の妨害 司 説得 コ 6月 ·1 21:i 5 r 

I在：f.＿ §~~~ ・ 町患の裁決 ＜IF kx 2 6 ij' 9月51・1巾百泊
（タふみi本馬辺用地
1－吋けアm ；；＂｛三間活 t貯水間・何日i!'iaeraの同tt~
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4.第三者機関の設置経過と説明会（1/4)

①j司川整備基本方針 ・沼川整備計画策定〈沼川法〉
川棚川水系沼川整備計画検討委員会 平成17年10月14日～平成19年1月23日 11回開催

平成 18年 10月19日 川棚川水系川っくり害見交換会 （波佐見町結合文化会館）20名出席
平成18年 10月24臼 川棚川水系川っくり意見受段会 011湖町公会室J 828出席

平成9年の沼川法改正により、 j司川管理者は、これまでの 「工事実施基本計画」に代わり、長期
的な j司川整備の基本となるべき万針を示す 「沼川整備基本方針」 （沼川法第16条〉と、当面
（概ね30年間〉の具体的な沼川整備の内容を示す 「濁川整備計画」 （淘川法第16条の2）を
策定することとなり、川棚川水系についても 「Jll棚川濁川整備計画様討委員会」において、 j司川
整備のあり方に関し審議し、 j台水計画を策定している。
審議項目は、 治水計画、 j司道計画、経済性の償討、正常流量・補給計画、j司川環境積討
委員構成は、河川工学、経済、環境、歴史文化、震観、水利関係、地元代表、地元行限

② 環境アセスメン卜 〈県条例〉

長崎県境影響評価審査会 平成19年9月6目、 10月16日、 11月14日 3回開催

'l'rt 1 9写7f]l9臼 f«暗黒i宅l~l!l：：盛田仲17ii祭l~iにさ量つく .v;1；説明会 tIll側羽包会室J 598出~

I聾境アセスメントの審査の透明性、客観性を確保するため、環境アセスメントの項目などについ
て調査、審議を行う機関として、学識経験者からなる長崎県環境影響評価審査会を設置している。
石木ダム工事についてち、大気i景l寛、水環境等、生物に係る環境、人と自然 ・文化的環境、環境
負荷等についての予測及び評価を実施している。

4.第三者機関の設置経過と説明会（2/4)

｜（急iダム償証
｜ 今後の治水対策のあり方に関する有識者会議 平成24年4月26日 開催

手段23l:f:2月 18日～3月228 タム隙誌におrJるハフリックコメント 葱w.c!Jl這出~74 1字
平成23匂3月 6日 夕ム機t;iI1；：おける意見交関 （)11湖町巾央公民館1 1908出馬
;+1~ ？ 3！手3月11円 タム惨ai11こおける!Y'I系住民的日開会 f黒崎唱央稼業共問泊合川明支店、 82名tbl!i1;

国土交通省は 「できるだけダムにたよらない治水」への四策転換を進めるため、 平成21年12 
月に 「今後の治水苅策のあり方に関する有識者会議」を設置し、県が横討した治水利水の結果に
ついて意見を聴き、国が苅応方針を決定。
横討項目は、 治水 ・新規利水・ 流水の正常な機能の維持の苅策案、石木ダムの総合評価結果．

④ 事業認定相 〈土地収用 法※2)

社会資本整備審議会 平成25年6月7日 開催

・'&' ，，~，の主よ益涯にτ引で叫'lliするのが週開認定
・r 墨書rt！.こ§t-号する事費かを判訴する~めの手袋についてQ{4'.Jているのが1泡＇Jf/fJ,這

平成25年3月228～23日 事業認定公時会 （川棚町公会堂〉公述人20組 億E事者約200名出席

｜・ 事業認定処分に異議がある揚合、事業認定庁は社会資本整備審議会の意見を蹄いて、 事業認定の
｜ 司否を判断。
｜・ 事業認定での審査項目は、 事業計画（治水・ 利水〉、公益性、合理性等。

ヰ1成21年 1OF.123白 土i也収用活に要づく事前観明会 （JIlfli.ll31J公会堂）
iJl成21：年11月 6白 土地収用；nにMつく事前民明会 〈長崎県央痩策共同組合川棚支店〉
平成21年12月7臼～21日事業認定申指図・の縦覧殿問中の窓見・の提出

約200包出馬
約150名出馬
190通

13 
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4.第三者機関の設置経過と説明会（3/4)

⑤国土交通省所管公共事業の再評価
長崎県公共事業評監視委員会
平成19年度 1回開催 ＝キ「事業継続J
平成23年度 2回開催 ＝争「事業継続」

・国工交通省所管公共事業の再評価実施要領に基づき、長崎県が実施。・事業探択後10年間経過以降は原則5年経過ごとに実施。・ダム績証に係る再評価では、利水計画及び利水代替案についても審議。その他は治水のみ審議。
161水道施設整備事業の再評価
佐世保市水道水源整備事芽再評価監視委員会
平成19年度 3回開催 ＝キ「当該事業の再評価は妥当であり、事業継続が適当であると判定」

佐也俣市上下水道事業経営償詞委員会
平成24年度 3回開催司「事業を継続していくことが妥当であると判断」

水道施設整備事業の評価の実施要領に基づき、佐世保市が実施。

事業採択後10年間経過以降は原則5年経過ごとに実施。
なお、水道水源開発のだめの本体工事又は本体関連工事の着手前の適切な時期又は着工後に評価
を実施した揚合には、以降10年間評価を要しないものとする。

4.第三者機関の設置経過と説明会（4/4)

平成18左手10月19日川棚川水系川っくり患見交換金 ｛波佐見町総合文化会館）

平成18ff 1 0月24白川棚川水系川っくり意見交般会 CJII棚町公会室）

里民 1ー皇~ 313之皇日LE主笠島註直盟壁霊室説盟主i刷盟国弘鑓i
'T'成 19守 7月19日 長岡県：it尋影品評lilt 柔f~リに主要つく ff＇碕6~明会〆川剛町公会堂〉

平成20年 7月24日 川棚町患に羽宣るZ事業計画説明会（m棚町立よ怠室〕

20呈出席

82名出席

ヱ 皇宣出庫

59包ぜ，：；

101名出席

平田21年 8月 2白 百木タム事業に関する説明会（件世俣市西伯区公民館、阜自主伯区主主犀盤i
白地区：約180名出席

早随i拘医 ：制19名出席

平成21年 8月 3白 石本ダム事業に関する説明念〈長崎県央農業共毘組合川棚支店〉 約200名出席
平成21年 8同10白石木ダム事業に関する説閉会（件情俣市相浦ぢ所〕 約180名出席

平成21年10月23日正地収用法に基つく事前説明会（J11制町公会堂）

平成211f11月 6日 工地収用法に墨づく事前説明会 （長崎県央襲業共匂組合川棚豆店）

約200名出席

約150名出席

190通平成21を干12月7日～21日 事業認定申請図富の縦覧朗問中の意見書の提出

明白23'T2月18日～3月22日 タム宍包におけるハフリノクコメント 愚見芭i呈出銭74！等

予防2ぢCf3月 6日 夕ム日rnにおける怠見交換 、JIlfijq町中央む民館J
中成23η3月11日 夕「ム内訳における関係住民説明会（長崎県央官築ttR:坦合川！明支店）

1908出穏

82名出民

平成25年3月22日～23日 業認定公開会 （川棚町公会室）公述人20品目 i膏持者約200名出p需

平成26年5用19日 反河源6団体の心開質問4去に閤:9る説明会 （県庁） 約50名出馬

車成26年6月21目 度対派6間体の公開質問状！こ闘する説明会 CJII原公安館〕 制40名出席

平成26年7月11日 地元弘民，JEL；：：て知事主市長主町長が6回路との面談。1l原必民館） 組50名出席
早成26~8.l=I 3円 度対派6団俸の公開笛閉状lこ関する組閉会 （川原公民館） 納40？：；出席
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5.佐世保市水道施設整備事業再評価＜報告＞

平成19年12月28日 佐世保市水道施設整備事業再評価委員会
「事業継続を妥当」＝今 §1.!f.年度29年

平成25年 3月14日 佐世保市水道施設整備事業再評価委員会
「事業継続を妥当」＝今 g療年度36年

平成25年 9月 6日 事業認定告示

く水道施設整備事業の評価の実施要領と細目 販粋＞

第2 苅象事業及ひ芙施時期
( 1 ）評価を実施する事業は、水道施設整備に係る国庫補的事業及び狙立行政法人水資源機構が実施
する事業とする。ただし、災害復旧に係るものは隙く。

(3）再評価は、原則として、事業探択後5年を経過レて未着手の事業及び10年を経過して継続中
の事業を河象年、 10年間経過以降は原則5年経過ごとに実施するものとする。

相自第3 再評価時期

」ーーー－ーーーー

再評価時期については、原則要領の第2(3）に定められているとおり実施するものであるが、
水道水源開発のための施設〈海水淡水化施設を除く）の整備を含む事業については、上記の評
価に加え、本体工事又は本体関連工事の着工前の適切な時期に評価を実施するものとする。

なお、本体工事又は本体関連工事の着手前の適切な時期又は着手後に評価を実施した揚合は、
以降10年間評価を要しないものとする。

17 
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5.佐世保市水道施設整備事業再評価＜報告＞
水需要予測の目的
．水道の将来にわたって安定供給を確保するために備えておくへき水道施設の能力を算出する

安定供給とは・・・

水道が 「国民の健康で文化的な最怪限の生
活」を支える最も基礎的な社会基盤である
ため、

・潟水のときにでも
・水道使用蓄が使いたいときlこ（365口2411者間〉
・水道使用蓄が使いだい鑓を

・・・不断に供給できるようにすること

水道法が定める、
水道事業者の最大の使命

巴よL んすさ＼

備えておくべき水道施霞の能力〈器の大きさ〉とは・．．

将来の安定供給を確保することが目的であるため、

・将来の市民の水需要への苅応
・安定供給を阻害するリスクへの備え
・施設の運用上のリスクへの備え
・事故や災害への備え

10の湖水
等がある

・・・などに苅応できる能力

仁互互コ f愚大100の原水
を浄水JIに供給す
る能力が必要

この鍬字の将来
予測を行うのが
「水需要予測」
の目的

今は‘弁戸5を併用してい
るけど、将来lま弁戸を使
わなくなる． 赤飯がよ図の「多さときの需主霊 ・潟水篭 ー Jに苅応＂§＂る :it餓｛夏、

鈴緑の塗J貸しがよ二図の「氷窓際力 1OOJ に汚応ずる実！•l:e. 昭ね20t:r以
降let.水源不定の状里~1.l＼続いており、安定似絡が確保できていない， 18 



5.報告利水計画＜佐世保市の渇水の状況＞
0佐世保市の渇水 （昭和50年以降〉

給水制限の実施に至った渇水

~ 最大43時間断水・制限日数11日間

llE1JD沼!ID!l冨 最大43時間断水・制限回数264日間 I 

~酒E霊ヨ・ 減圧給水制限・制限回数8日間 ｜ 

~賓厩ヨrll・ 減圧給水制限・制限回数160日間 ｜ 

EI罰事E宮司・ 給水制線実施の10日前に91聞の降雨
mmim革llll・ 給水制限実施の2週間前に1421111の尚南

・~軍宣言司・ M時間断水の実施2目前に1 4加の陽商

•：日E河市l;~dl・圃拐事霞冨 IE:1il.'tlo~~： ・

E軍国Tヨ .日醤予泊E’！.：：書z・・IE’:.s!l'i I湿：ヨュー・
~軍軍司・E宮署官軍司 IE:.til棉 Eヨ1・・
業平成7t軍司lit大渇ホとは駒田時期日2Jl)I：再度渇水の危慣と与ったもの．

・節水広報

・渇水対.本舗

など

昭和50ff以降の37π砲で・

・給水制限 4回
（うち断水2回）

・断水直前 5回

・渇水警戒 9回

計 18回

5. 利水計画＜水道水源の施設規模＞

算定の手順（水道施設設計指針）
75,542m／日 84,685m／臼 105,461 ml臼 117,178m／目

水備
【一色 一色

一計
自s画t 日E画I 実日用 日計

自直 道え績平途 平画
平 平 量‘ー3ー直・ 水る】1~別 1蛇~ 国用
均有 選 大

’ 
源ベ膏

H脚 有途
給 の きll-5U3U 

水 ノ主 糧
収 、、

水 収
4・ 置 ． 麗 模

水 、ど
竃 水竃 .., 

量

1ヒヰ.／j榊 2・；1践例 j3110%の安全｜

常時給水を確保するために必要となる水道水源の規模

0夏場などの水需要のヒークの時期でも給水できる
0浄水口スや作業用水、漏水、事故発生時のパックアッフなどに苅応できる

1）作業用水や漏水などの水量を反映（漏水河策が進められることを前提としだちの〉

~） 年間のピーク時の水量に換算（過去の実績に基づくもの〉

~· 浄水口スや事故発生時のパックアップ能力

厚生労働省の『水道施段盟百十指針』に示されている手順に基づき、水需要予測を実施する必要がある。

（国庫補助継続の要件）
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利水計画＜水需要予測＞報告5_. 
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同線機都市におIfるl入l日当りの生活問ホ.

2• 
2• 1 
21~ 

開 ！”刊m1
九m p‘3 

． 今後も減少傾向を続けると予測

．， 給水人口let減少する． 一人当たりJJ<;; lct、今後、~水r.J野手.11
れほ徐々に回復ずる．総gとしてlet繍lざいに提言移すると予測．・・－霊園圃

．， 主祭な観光飽i量の観光客の1智加傾向や、 113.F氷使用番 （専用
水通事実香〉の水透への転換リスク官理をきめをSTJ曾の予測．

大口需愛蓄の符鉱な水使用形懸を、一口怨夫総JJ<:Cに適切
’ に反映さゼる疋めの苅応． （水需要の増加をそのまま表し
だものではない〉・・E亙E・・

JOO 
' >. ~ 

耳目
／臼（一日平均有収水量）合計 75.542

21 

利水計画＜水需要予測＞

年間の水需要の変動（イメージ〉

ダム地点の施般能力｛原水の畳）

計画取水温 117.178m／日

浄水渇地点の浄水の量

過去の実鎖（実際に犯録した

変動織）に轟づき般質

22 

予測された水需要〈一日平均有収水量）75,5421/Iヨを、安定供給するために必要なB値観能力は117,178111／自が必要

これに対して、現在佐世保市が保有している施盤能力は77,000m／日であるため、不足する約40,000111／日を銃規開発する計画。



利水計画＜代替案の検討＞

＜代替案検討の結果＞・14の代替案について横討
＝今水源不足解消策は、石木ダム以外に育効な方策がない

1 ）水を貯留する施設を整備する案 ：
①その他のダム、②沼運外貯留施設、 ③j司口堰

2）既設を育刻活用する案 ：
④ダム再開発、 ⑤他用途ダム容量の買い上げ、 ⑥湖沼開発

3）新しい水源を求める案 ：
⑦水系間導水、 ⑧流況調整淘Jll、⑨地下水取水、⑬海水淡水化

4）既存の権利等を再整理する案 ：
⑪既奇水利の転用、 ⑫ダム使用権等の振替、⑬他事業からの受水

5）その他の案 ：
⑪水源林の保全

，， 
I 《参考》主な内容

1・地下水取水 ＝辛県北地域の地質構造上、まとまった量の地下水は望めない。

いずれの方策も、技術・
法制度・開発水量等に
解消できない課題があり、
実現可能性がない。

I 過去に62カ所のボーリング調査を行ったが、水道水源に使用可能な地下水はなかった。t
！・海水淡水化 功良質な原水（海水）の確保が困難。
： 塩分等の漉縮排水処理による環境影響や漁業・養殖等への影響が懸念される。
＼ 陸水とのブレンドのための施誼整備等の検討が必要。

r 

＼ 

利水計画＜費用対劾果分析＞

＜費用苅便益分析の結果＞

・石木ダム案について費用便益比を計算
当金事業の費用便益比 1 3. 84 
ニ今残事業の費用便益比 1 8. 91 

I頁 目 全事業費

ダム負担金 122億円

費用 建設費 302億円

維持管理費 201億円

言十 624f意円

生活用被害額 2. 81 4億円

便益 業務営業用被害額 5. 657f意円

工場用被害額 165億円

言十 8. 6361章円

費用便益比 1 3. 84 

残事業

38億円

21 81.意円

201億円

4571.意円

2. 81 4f意円

5, 657億円

165億円

8. 6361意円

1 8. 91 

＼ 

ノ
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6. ＝工事の状況 〈｛寸替道路工事

．経緯

平成22年 1月26日 付琶道路工事契約 4工事
平成22f手 3月24日～7月23日付琶道路工事に嘗工功反対派の阻i上

＝キ話合いを行うため工事の一時休比

平成26年 3月25日 付醤道路工事契約 2工事
平成26年 7月30日～8月7日目替道路工事に着工＝キ反河派の阻i上

_1 /2) 

ー平成21年11月事業認定申務

一平成24年 6月ダム検証
一平成25年 9月事業認定告示

平成26年 8月 7目 的醤道路工事の「通行妨害禁止仮処分命令申立醤」を長崎地裁佐世保市支部に握出
平成26年 9月18日通行妬害禁止の仮処分＠立第1回審号
平成26年10月24日通行筋書禁止の仮処分＠立第2回審弓
平成26年11月21日 通行妨害祭止の仮処分＠立第3回竃弓
平成26年12月 88 遜行妨害禁止の仮処分＠立結審
平成27f手 3月248 通行妨害禁1tの仮処分決定
平成27f手 5月19日付替道路工事再開＝キ 6月12日現地作業開始

く付琶遥路工事の通行筋書禁比仮処分命令＠立の鍾冨＞
1 i責務者らは．別紙物件目録記織の主地について．慣務者らまたは1責務者らと意を通じだ第三者をして．立ちふさが
る、座込む．自動車の駐車、テントの設置その他の方j去により、債権者及び慣権者から委託を受け疋蓄が上記主I也
を大型自動車による通行をきめて通路として使用することを妨害してはならない．
2 1責務者らは、本決定正本の送還の白から5日以内に、別紙物件目録記織の工地上にあるテント、償断事及び同テン
ト内にある得子等の動産一切を隙去ぜよ．
3 債務者らが前項の期間内に前項の各物件を！敵去しないときは、債権者は．長崎地方裁判所佐也保支部紋行宮に1責務
者らの費用で上記各物件をi叡去さぜることができる。

＜仮処分決定の内密＞
「申し立てていた23人のうち、筋書行為が認められ疋16人及びその意を通じ疋第三奮をして、立ち塞がり、座
込み、自動車の駐車、テントの設置その他の方j去により、車両通行等の通路として使用することを妨害してはなら
ない」ということが認められまし疋．
一方、残りの7人については、通行妨害しだと認められる疎明がないとレて、 申立は却下されました。

工事の状況 〈借替道路工事

・・・・・ 既設県道
工事名 ｜ 工事長

付笛県道

l昔話~逼

及ひ震，i~
臥ダ出掛道工事 （1) I L＝約400m

2/2) 

主な工事lU書

館削 ・盛主

<::::> lo;-)_r-;cii_-;1 石本ダbf廿替県道工事 （2) I L＝約220r判｜ 沼削 ・ 盛土 ・ ll~7..I<工

付琶町通申ノ川内線

付曹県道畑野川棚館

信琶町迫
琵訂壱麗

¥1!1醤町道岩屋2 組
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7. ~－ 用地取得の状況（土地収用法の手続きの主な流れ 1 /2) 

事業認定引く手続開始※2）告示llr3ダム貯水池及び付嘗道路に必要な用地

裁決申請に向けた手続 き （立入調査、土地・物件調書の作成、立会い署名押印〉

裁決 申 吾重E
邑田 ！”ム本体建設に必要な用地

収用委員会の審理 〈起業者、主地所有者及び関係人の意見聴取）

収 用 の裁決 ①迂国道路留（工事期間中の暫定道路）用地

県による権利の取得

土地の明渡し

※1事業認定は、事業認定庁が第三者の視点で事業の公益性について個別事業法とは別の土地収用法の観

点、から、四めて償証し、公益性が認められる揚合、その事業を認定する手続きです。

※2石木ダムは事業規模が大きく、用地取得のための測量や調査、事務手続きの作業量、工事量及び予賃

確保などを総合的に判断した結果、事業認定告示から1年以内に全ての裁決申請を行うことができな

いため手続き保留の範囲を決め、準備が整い次第、手続き開始の申立てを行っている。

27 

7.用地取得の状況（土地収用法の手続きの主な流れ 2/2)
I用地のj箆妙状況1・・・・提約高品 Lーi釆鈍約 f .• I 

t害噌晶；，

t?<T> 

全体 793干，，； 手続·R~!lt'~ i国ηてた flf.!(])6まれる革'[(if

育現E函ia
Tm) ・・・・・・・E益凶函凪匝掴．．．．．． 150干同

金持67戸 一一吋争事・＇i4'盤
戸l ・・・・・・・・・5・~fヨr:r市古洞E・・・・・・・・ 13戸

全体 l:?l凶辱

・・・・・・・~璽霊園・・・・・・t 16古格

既設県道

付嘗県道

l• I 詰司J:!"i

c::::> 及ひ霞）jli
ft':' ;_K.e!;i:" μ 

付信町道
吉富寸害事

付曾旬~さき屋2号館
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8.一工期の変更

く工期変更の理由＞

O付替県道工事の遅れ
・事業認定告示後も任意解決のために位開質問状への対応などに時間を要し、付替県道工事の着工時期
が遅れ、また、工事着工後ちダム建設に反対する万尽による通行妨害等の行為により、工事の嘗定供
用時期が延期となること。

0ダム本体工事の遅れ
－ダム本体工事は限られた期間での完成を目指すだめ、 2交替による施工を考えていたが、ダム建設に
反対する方々による抗議や妨害行為がある中での夜間工事の安全確保ができす混乱が想定されること
から、1交替による施工に変更する。
－まだ、施工開始時期についてち用地の取得が見込め、付琶県道工事の暫定供用後とすることから、 工
期が延期となること。

9.治水計画＜川棚町の洪水被害＞

昭和23年9月11臼 堤防が決i棄し、床上 ・床下の浸水被害が発生し疋。宿．栄町．平星島．上組が特に綴災を受けた．
川繊川に架かる橋梁で、 JR婦と山道徳以外のすべての橋梁が流出した。

昭和31年8月2ア日 川棚川の東部地区が大きく提防決1嚢し、水田10haがi司原となった．

川棚川の宮立より上流地I或でId:、各所で握防力t決i蓑レ疋。特に五反田でld:40mも決慢し、泥水が流
出して復害がt曽太しだ。

昭和42年7月98 中山地区でfd:堤町を趨流し、 川と背後i也の区別がつかない状況であった。
栄町旬近では、江川婦の欄干まで約50cmまで達している．また、 JR得すれすれに泡水する危険が
宝じた。

栄町．宿では震防を越流し、みるみるうち！こ床下．床上浸水となっだ。特に宿の住宅街及び栄町商
平成2年7月2日 店街では、人の胸他近まで水位があがった。これにより、国道もひざまでつかった。

中総も~流により、 J llと背後地の区別がつかない状況であつだ．

昭和42隼7月8日決放の状況

.. ・・・・・・・・・・・4・・・＆・－・E • .a ；： ••・・ f’”＂＇＂ 

平IC2隼7月洪水の状況

ーホ白t丸暗でRH品川・J’lt平感2茸7月2固有立からH・・；I 

l!I 
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9. ~·台水計画＜川棚町の~H2洪水被害＞江川橋上流倍近

H2洪水鋳 川棚川江川橋上流右岸 現在普段の状況

平成2年7月2回帰膨

Hl洪水時
川棚川江川橋上流左岸 現在普段の状況

平成2年7月2日·~ 31 

9~. 
Hl洪水崎 川棚川江川橋下流右岸 現在管段の状況

」＼
平尾2年7.IU日偏.，

Hl洪水崎 川棚川中組地区右岸（野口川合流点）
現在普段の技況

平成2年7月2日横~ 32 



9.治水計画＜過去の降雨実績と被害状況＞

0川棚町の主な雨量実績と被害状況

発生年月日

昭和23年9月11日

昭和31年8月27日

昭和42年7月9日

平成2年7月2日

川棚川における

計画雨量

雨量（mm)

3時間 24時間

187.6 384.2 

187.5 279.5 

172.8 222.8 

I 140.Q 348.0 

203 400 

9.治水計画〈洪水調節〉 ＜目的＞

洪水を調節します。

4 被害状況

床上浸水 BOOP 
床下浸水 1200戸

床上浸水 251戸
床下浸水 550戸

床上浸水 15戸
床下浸水 113戸

床上浸水 97戸
床下浸水 287戸

計画規模1/100

～大雨時の川の増水による被害を軽減し、人々の命とくらしを守ります～

［洪水時のダムの働き］
平常時

仁コ． 
体丑

太雨の時に、上流からの水

をダムに疋めることで、下流

の川に流れる水の量を減らし、

下流の洪水般害を軽減レます。

大雨時
Q 大雨後

33 
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9.治水計画＜川棚川沼川整備計画＞治水安全度

0川棚川沼川整備計画 （扱粋〉

4.計画対象期間

O本計画の苅象とする期間は、甑担3Q空間とします。

5. 5司川整備計画の目標に関する事項

0洪水による災害の発生の防止又は軽減に
関する事項

• J 11棚川は、想定氾濫区域内における人口・
資産の状況、県内パランス及び昭和23年
9月や昭和31年8月、昭和42年7月等
の水害を考慮し、 川棚川水系河川霊備基本
方針において概ね10 0年に1回発生する
規模の降雨による流塁の安全な流下を図る
こととしています。

－整儲計画ではふ優先的に石木川合流点主涯
を甑担1Q O年に1回産主主益纏復の修爾
による流量の安舎な流下を図るとともに、
石木川《流点上流については、概ね30年
に1同発生する降雨による流量の安舎な流
下を図ります。

‘ d• 
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9.治水計画＜川棚川沼川整備計画＞計画高水流量

0川棚川淘川整備計画 （販粋〉

6.淘川整備の実施に関する事項

1 ）淘川工事の目的、種類及び施行の揚所に
関する事項

・川棚川水系淘川整備基本方針に位置づけられて
いる洪水調節施設及び濁川の整備のうち、既設 ＋ 

の野々川ダムに加えて、支川石木川に五左5!_Q. 討
を建設し、計画規復の隆雨により発まする盗塁 湾

を基準I也組担遵掻 UQI口及、fil,~j主mJζill \
て1主4α)m3／豆ti、ら1._13.0m3/sfζ誼節します0

・さらに、川棚橋から館橋までの聞について部分
的な沼道の整備を行い、山道橋において計画高
水流量1,130m3/sの安全な流下を図ります。

－支川石木川についても、川棚川合流点から石木
ダムまでの淘道整備を行い、 川棚川合流点にお
いて計画高水流量130m3/sの安全な流下を図
盟孟豆。

調．・ー・事圃且崎町時国

山
道

a

・．同ー
館積

川棚川計画高水流量配分図

0川棚川沼川整備基本方針 〈綴粋〉

塁本高水のヒーク：n・害ー’曜夜 ｛~匝位 rn s】

塁本高水の .11＊調節施Aiによ 日書道への
f司111g

る闘郎流． fijヨ涌・ヒータ流・

Ill暢川 山道I& 1. <100 270 1. 130 
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里聖璽璽聖璽璽璽聖璽聖里璽

9.治水計画＜濁川の計画規模の考え方＞

0流鼠重要度の評価と淘川計画規模

計画規模の設定については、 「長崎県二級淘川流戚重要度箔標J、過
去の実績雨量、県内j司川の整備規模等を総合的に評価して、 JII棚川の
計画規僕は1/100が妥当と判断した。

0 「長崎県二級湾川流I妥重要度箔標」に評価項目5項目の内、 41員
日が適合しており、 1/100が妥当である。 ( 3~頁包以上適合
を基本とする〉

O過去最大の24時間売りょうは昭和23年9月11日の408.7mm
（佐世保測候所〉であり、ほほ1ハ00相当。
Olli棚川は、国規慢j司川の中で、氾濫面積、宅地面積、資産額及び
工露出荷額が平均値よりも太きい．まだ、人口は平均値程度である．

長崎県ニ級河川溝鼠軍事度陣値指慢とJll・1川の状況
阿鰍 ,- 1/30ー「叩 ＼

氾ll面積 （ha) 30ヨ軽量町 30～70 t 70以よ 1 472 

建l
宅鎗面積 （ha) 10：傘道 10～40 

人口 ｛予人） 0.5朱漏 0.5-3 3以よ 2.7 

~ I 資盆・ ＜•円） 50朱濁 50～100 100以よ 飽7

内ヱ.出荷． ｛信円） 3禾2・3-30 30以よ 70 

※ E二コJtl暢川の状況があてはまる項目

9・－治水計画＜計画流量＞計画降雨波形
0基本高水流量設定フロー

u臨規慢の決定

計画爾・の決定

&tl!i約象；宍＊の選定

基本高水深・の決定

－ 忽定Eされる理~l!の宮尾唱書、 Ri住のII§災実繍電車

をKlJ'J;して決定

&1脳lll,. 1 1 00 
・過云の降雨データから信事

&1 慢で＊~る

24時間雨・ 400mm 
·~去の雨のE量り乃のうら、 一定緩慢以上の
降り方をj由t告する
代表となる9ハターンを泡出

－貯留開銀活r.:::cιり、§n墨田Eハターン
の流量を鱒定する

山通喝泊点でE語抄1.400m 

0計画降雨波形一覧表
洪水名

ヲH轟隠阿 (mm) 引き｛剛志しむ 陪回（mm)
38苦闘 24時間 ：司慌閤 つA陪悶

523.9.11洪水 187.6 384.2 203.0 400.0 

530.4.15浜水 111.6 337.4 203.0 428.9 

532.7.25洪水 118.8 328.6 203.0 412.8 

542.7.9洪水 172.8 222.8 203.0 400.0 

557.7.23洪水 108.1 204.8 203.0 400.0 

563.6.2浜水 98.0 336.7 203.0 441.7 

H1.7.28洪水 100.4 252.1 203.0 400.0 

ト-12.7.2浜水 140.0 348.2 203.0 411.2 

H3.9.14浜水 170.9 208.9 203.0 400.0 

0計画降雨波形

I 

④ S42.7.9 降雨

] ． • 

’‘・

’” 

” 

－ 

z・.....・

Or.1:11 01/1・・ ・w” ・v” OM” ’1m OT'll 0111 
a‘・・ p・・ ・’” ”” ’‘” が・・ 剖・・ ・・・

15'1・”・闘 2.SJJ・s網開

• I .. ' 

... ~」
:; r. ぺ ＂＇• r. r.’． れれ－.可抗 r.・・t
，.昆，a圃同 E哩，＂＇.. .. 回回 同蘭

目ル・ ．’． ‘． 

・ーいム

: 
＝ 

且 』ー ・...a. 
.I I 1 n n’＇ .... I I t ft •, ' " ,I ..・1 叶 n’t’1n n 
, ..‘，a・．－鋪同 ・；，.；；.園町 f」...剛鷹

J.l. 
~ ； -1 

~ " ＇・2可罰則 1 －・ー ・・ ー可・ ’・司・量司F’・ 司，・.，．’ ・.喝 ，・ ．． ‘，．、，．．・‘h，・．ー・・・ ・・・
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計画高水流量． 治水計画＜計画流量＞基本9. 

－－ー ’400m3/・
自 け羽m耳，

i二~~＝＝＝：：ぇ~~： J

図
一
節
一咽

周
一m
水
一山

洪
一山
O
一

．”・・

制

問・？

圃H

.... ,. 

計画高水流量
NO 潟水名

山道偽地点 （m3~ ） 

基本高水流量 It函高水ffi•

523. 9. 11i!l.水 1.1279 9861 

2 $30. 4. 1 5浪水 5183 4039 

3 $32. 7. 25浜水 4168 3681 

4 $4 2. 7. 9JIJ.I< 1,391 1 1 1258 

ら 557. 7目 23浜水 800.4 6923 

6 $6 3. 6. 2ilt.>.I< 1.032.3 923.3 

7 HI. 7. 28Jl)j( 6198 5719 

8 H2. 7. 2民本 8410 7637 

9 H3. 9. 1 4L'l1.I< 1.051.9 8981 

．大樋 （10m3 t;llりtげ〉 1.4000 11300 

0主要洪水による基本、

流出置が霞大になる昭和42年
7月98の降雨をちとに基本高
水流・、計画高水流置を決定レ
ています．

0主要洪水による洪水調節図

＝；｜ ： ノミ；l~：I 
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ダムの治水容量． 治水計画＜計画流量＞流量配分図9~. 

~l!J~」

0計画高水流量配分図

川凹

［よ段］：基本高水涜量

｛下段）計画高水涜量
(11100) 

凡 例

・ ：器準点

同「1「
猪
乗
川

-[I.酬凶1(I OIOl 大

村

鴻

鰐々川ダム洪水闘節後の涜畳

1. 320・l/s
現在の流下能力

1, 020醐3/s
石本ダムの鋤県

-19加3/s 単位.m' /s 

”E
D
O
O

－－－－
．嗣

．．
 

‘
 ．．
 

－E
o
o
e
．o
・－4

・・・sa－－

m
－
 

a
－s
 

値
切湖一－

F
E両
国

↓
百
一
，．泊
’防毒忠也 EL83.3m 

町a・• UIO.削除銅
（・蜘B嶋崎）
車．． 事

－－健且・42・
・・・・ 300.000.'

タ＂＇実・n a. 73,6m 

ロ
0石木ダム洪水調節計算結果
れο JUκg 

混入． 的流． 同完成鼠圃
Eマ・8・ 治家o•

聞喧
m' I m宅 j m3 I VI m勺 1. 2V lm乃

1 523. 9. 1 · ~院水 1856 507 675 1.578-600 ’.895.0αコ
2 530. 4. 15浜水 1177 82 469 931.800 1.119工Xわ

3 532. 7. 25iJUI< 92.3 4.4 42.4 866.100 1040000 
4 542. 7. 9潟水 2800 52.3 6761 1,584.200 1.902.000 

5 $57. 7. 23潟水 1382 525 569 1.190600 1.429.000 

6 563. 6. 2月九 1529 559 685 ’.619.400 1.944.000 6・，舟定
7 It I. 7. 28.罰＇－~ 103.4 230 572 1.200200 1.441.000 

8 H2. 7. 2浪水 1463 128 £ト1.520300 1.825.000 一9 H3. 9. 142照水 2104 287 1.448900 1.739.00Q 
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9.治水計画＜計画降雨の比較＞

川棚川の計画雨量は、長崎県内における過去の実績雨量や近年に全国で発生した災
害の雨量と比べてみると、決して過大な量ではなく、十分起こりうる雨量です。

先生年月 観測所名簿 3時間商量
川棚川副E働量

星崎7ロックIll..曙｝ ： 
禍北ブロックt長崎蝿》 ； 
蝿失ヲロフヲ皇睡眠E ' 

－ ・島掴ブロックf畳崎阻3 ： 
草島ブロック【豊崎蝿｝ ； 

世恒ブロックf豊崎IU ． 
ltl•:tc ,,?Cll .. 111＞ーーーー i 

旧‘’九州:It’E置崎町IU.IOlll"'ill】
同~128山口量両湯量I山口曙〉
H.lS 9古lilt＆司 >l'llll高畑量〉 ! 
HlS tO台温晶司 大島（JI車割｝ ． 

叫 6-8IOl>lll楓置崎 血援鋪t轟阻咽｝
同68 2oa;島土砂災曹三λI広島咽1 ： 

掴．

0 100 100 l創3 “拍
商量Imm)

，一－I -

＼冒盟国

量生年月割潤所名寄 24時間雨量

Ill’l’l制園同量 圃圃・・圃圃・・・・圃
且崎ブロックt畠崎ill)・圃圃圃圃喧園田園司

ill北ヲロック｛畳岨¥l)園田園圃園事圃圃圃圃司
融ヲロック皇制I園田園圃』．司

島雌ブロック｛轟崎量｝ 周回園園圃圃圃圃圃

五島ブロック《畢岨曜｝

i!G"プロックIll..劇 圃・ーー田園；

珂且ブロックt量崎県I

“2・7九州北倒置圃阿lllZ.睡Iii"'軍1 ． 

曲川山口酬翻1山口蝿1~ i
”話．，歯量18司窓1111畠阻咽｝ ・・・ー－回国圃圃『

HlS叩台&26略式畠Ill車fl)・・・・・E・ ’ 
”2~8 叩高阻阻置岡島蝿諭 tli掴県｝ ・・・・・恒国

”268 2oa;畠主砂罰曹三入t広島蝿】 ・圃園田・園田

0 2個 a曲 “同 館抽 10曲

商量（mm)
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9・－治水計画＜確率雨量の確認＞
F一 一一一一一一一ーでーーァ一一一一一一一一 1

0現計画
・昭和22年～平成6年の48年間の雨量で計算
3時間雨量203mm、24時間雨量400mm

－現計画 〈昭和22年から平成6年までの48年間〉の水文資料に、至近20年間の
降雨 〈平成7年～平成26年〉を加えた68年間の水文資料で確率降雨解析を実施。

・現計画の3時間、24時間確率雨量は、今回確率解析を実施レた12手法の内、
SLSC~0.04以下となる手法の最大と最小の範囲に値が収まることを確認。

OH27再評価時点
－昭和22年～平成26年の68年間の雨量で確認
3時間雨量180～209mm、24時間雨量371～421mm

現計画における確率雨量が妥当であることを確認
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1 0.費用対効果分析 CB/C）の考え方（1/2) 

ダム事業の主な効果伽efit) ] ダム事業費ω ｜ 
①洪水の直…一、
資産への被害（家層、農作物など） ｜ ｜ 

②洪水の間接的な被害の防止 トφ治水｜
稼動被害 （営業停止損失なと） ' I 
③流水の正常な機能の維侍ーー時不特定｜

総費用と総便益は割引率を用いて現在価値化して比較固＼．
費用対刻集 （8/C)＝＝総便益 （Benefit）÷ 総費用 （Cost) 

43 

.1 0.費用対刻集分析 CB/C）の考え方（2/2)

｜ダム事業の主な効果（Benefit) ] ｜ ダム事業費（Cost) ] 

0洪水｛受益は施設完成後の抑価期間（50年間）
lこ渡る年平均被害軽減期待額を計上
＝キ浜水使益 約350$円
0不特定便益は建設期間の各年の不特定易替ダム
建訟費を計上
司不符定l受益約160!S円

: A事慢箇のちえち

－・・・・.......、．．．．．．．

Oダb.漣訟整備期間の各年の事量産費を豊富出
＝キダム漣設費 約185億円
O事業完了後ち評価期間（50年間〉に渡る終何
管理買を計上
司線路管理費 約46鏑円

111 、……… ．

!IL ...... ~~ '£"・・・ 
総費用と総便益i孟割引率（r=0.04）を用いて現在価値化

総便益費＝約342億円
（残惇価値含む）

総費用＝約272惜円

費用苅効果 CB/C)＝総便益 〈約342億円〉 ÷ 総費用 〈約272億円〉 二1.2 5 
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1 0.，費用苅効果分析 CB/C)

0平成23年6月13日
県公共事業再評価〈継続実施〉＝今 ♀'Zfit2 B年度寿成予定

①総便益（8) 二 3o. 546百万円
②総費用 CC) 二 24, 05 7百万円
③費用便益比 CB/C)= 1. 2 7 

く分析基礎の要因の変化＞
－用地取得及び工事工程の見直しによる工期の蛮更
（平成28年度二今平成34年度〉
－資産叡量と評価額の時点修正

．，『..－－・－－・司

0台水経済調査マニュアル平成23年2月＝今平成27年2月時点）

0平成27年見直レ結果
三平成之81:f:J程曳官民 ＝今 平成34年度完成予定

①総便益（8) =34, 1 97百万円
②総費用 CC) 二 27, 270百万円
③費用便益比 CB/C)= 1. 25 

j 0.費用苅効果分析 CB/C)

＜感度分析評価＞

0工期＋10%
費用便益比 CB/C）二 1. 24～1. 2 7 

0残事業費＋ 10%
費用便益比 CB/C）二 j_._ 21～1 30 

0資産＋10%
費用便益比 CB/C)= 1 21～1 29 
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． 治水代替案の比較
j台水対策案として 「再評価実施要領細目」において示された26策を刻象とレて、川棚川流i或での適用の可

否を現行をきむ8案について横討した結果、コストなとの観点からダム案が優位と評価レましだ。
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治水代替案の比較＜ダム険証による代替案位置図＞
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1 1 .治水代替案の比較＜遊水地案その1の概要＞

［道水地寮そのt 鑓元l
ふ洪水調節量 ・200m守s

｛基海地点190m3/s)
⑧調節池容量 ：830,000m3
3)~さ ・約3m程度
官ヰ＃水.&'!!i1量 なし｛自然携氷）

慢算書記費用 ：約212億円

遊水地①越流堤部

位置図

~ I·" Im ·~~ j 哩日

5 寸ず~J－：！：·~~守·－－＝－~＇－一一一

遊水地②越流堤部

且.／！！

企企且是主 巨亙コ

lEJ. 

S温a』

J 圃京圃：~
11''7ノベ'1(";''1•• . ....... . 
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治水代替案の比較＜遊水地案その1の費用内訳＞
資自 段別 工 E豊 獣 量 金 額

事業費 141.6偲円

遊水地 832 t~円
滋水地工事 62.3惚円

熔削・処分 胞削 ：786.α）（）m3 33.1 l~円

護岸等 張ブロック； 3.3α）m 6.5億円

流入排水施怠 題流促 ： 2~ FJ~7｝：.転車管 ： 2~ 8.4 tO円
諸工事 水路 ：1.900m 道路舗装他 14.3 rs円

用地及び補償資 ヱ地 ：40.白羽 155偲円

t庖否段E十霞等 測昼、補償調査、段Z十費等 一式 5.4億円

苅道己E修 58.4億円

沼運政修工事 17 1 f.O円

賂削・処分 施削；177.仁沿Om3 11.5偲円
一2墨惇篭 き11.!t、慢絡等の区間 ：2.6α）m 5.6 ra円

尚道物工事 29アrm円
橋梁架醤 石木Jll: 51褐 a.5 ro円

思己宣築 百木Jll:8墨 21.2 f.O円

用地及び補償資 土地4印、a 建物5戸 6.3 tO円
調査設計資等 測量、術院調査、訪計費毒事 一式 5.3億円

総！寄管理費 (50年間） a.6 ro円

短水I也 観測機話、ゲート関連践備 4.8惚同

海道i!Sl修 I震被土砂の纏削 3.8億円

施政更新資 02 ro円

遊水地 ゲート関連盟儀 0.2 l~円

i弓道i!Sl修 0.0 lO円

ダb.φ比に伴って発笠する費用 620 lO円

II!算総資周 212.4 [0円
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治水代替案の比較＜遊水地案その2の概要＞
位置図

｛遊水池菜そのZ錆元l
111洪水関節量 220m3/s 

｛草場E地点190m3/sl
b関節池容量 1.500.000m3 
イ宮深さ . 55m 
4＼排水！%1量（24時間排水対応｝

3.0m3/sx6台

巳亙己
，， 
－~ 

、h・
~ ,. 

潟水に備えて．常に!lにする．

II~匝繍断面図

e’ -
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． 治水代替案の比較＜遊水地案その2の費用内訳＞
費目 種別 工 種 豊虫 置 金 額

事業費 186.4億円

｝采石甥遊7J<地 184.8 f恵円

掘削 ・処分 掘削 ：1.754.00Qm3 64.9億円
一一

J＇.／？リー ト吹付 45.600m2 5.5億円

直6工 幅 ：150m 2.8 f＠円
ー一

附鷹設備 舗装、フェンス他 1.1 ftA円

排水設備 排水能力 ：18m3ts 103.9 II円

用地及び補償賢 0.0億円

調査設計費等 測量、 補償調査、設計費等一式 6.6億円

河道i!SI修 1.6 f想円

j司道己貸修工事 1.5億円

掘削・処分他
掘削 ・15.800m3 娘継： 300m 1.5 （恵円
護岸 ：65m

用地及び補償貸 0. 0億円

調査設計費等 測量、 補償調査、設計費等一式 0.1億円

維符管理費 (50年間） 84.1億円

採石潟遊水地 観測機器、ポンフ関連詰備 ：6基 80.3億円

j司道政修 t笹横土砂の賠削 3.8億円

施設更新資 100.9億円

採石湯遊水1也 観測機器、ポンフ関連設備 ：6墓 1αコ.9fl円
酒造改修 0.0億円

ダム中止に伴って発生する資用 62.0 （＠円

慨算総費用 433.41患円
52 



1 1 .治水代替案の比較＜放水路案の概要＞

‘e 

［鰍水路筒元］
(J)洪水調節量 .230m3/s（基準地点190m3/s)
②トンネル工 ．直径7mx延長2.500mx 2粂

担~－総費用 ．約23剥車内

／、、＼ ．，．”’.. 

入 j :i¥.( ¥ φL R 

「μξ 4

『ーヲtヘ去一てI 

崎町

I I II I I 
敏x I I ’‘a tま・ I I I I - あ3・

治水代替案の比較＜放水路案の費用内訳＞

費目 種目り 工 種 担 量 金 客員

事業費 170.0億円

服水i~ 168.3億円

トンネル工 直径7m×2500m×2条 91.3 f怠円

吾口工 本体工、法面工他 15.5億円

吐ロ工 本体工、法面工、道路 ・鉄道付琶他 52.8億円

用地及び補償費 ー 0.0億円

調査設計費等 測量、補償請査、設計費等一式 8.7憶円

j司道政修 1.7億円

j司逼改修工事 1.6億円

掘削・処分他
掘削： 15,800m3 根継： 300m 1.6億円
謹惇 ：65m

用地及び補償費 0.0億円

調査設計費等 測量、補償調査、設計費等一式 0.1億円

維荷管理費 (50年間） 6.9 億円

政水路 トンネル、ゲート関連設備 3.1億円

j司道破修 准積土砂の掘削 3.8 l＠.円

施訟更新費 0.3億円

股水路 ゲート関連設備 0.3億円

j司道改修 0.0億円

ダム中比に伴って発生する費用 62.01.意円

概算総費用 239.2億円
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治水代替案の比較＜沼道掘削案の概要＞

来二二平
、＼

‘＼＼  

苅道担卸ll.2m程度
苅通慰問~3 伽権復
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1 1 .治水代替案の比較＜淘道掘削案の費用内訳＞

費目 種別 工 種 叡 量 金 額

事業費 165.0億円

j司道改修 165.0 I愈円

j司道改修工事 96.3 f車円
一

掘削・処分 掘削 ：233.CゆOm3 18.4億円
一 一 』 ー

謹岸等 胞削讃岸等の区間： 4.100m 16.2億円

謹床工 謹岸、橋脚基礎の保護 ：46,000m2 15.2億円

導流堤 1.000m 46.5億円

樋造物工事 56.7憶円

橋梁架琶 石木Jll:5構 6.8億円
」一 ー 一噂政築 山道壇、下問i曜、石木Jll:8基 49.9億円

諸工事 護岸、将梁等の鍬去他 1 .0 億円

用地及び補償資 土地：0.02ha 建物：2戸 1.5億円

調査設計費等 測量、補償調査、設計費等一式 9.5億円

維持管理費 (50年間〉 培横土砂の掘削 7.7樺円

施設更新資 0.0億円

ダム中止に伴って発生する費用 62.0億円

概算総費用 234.7億円
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1 1 .，治水代替案の比較＜引堤案の概要＞

［事Iii鎗元］
？流下能力のt圏分 · •準地点190m3/s
②引JI －本川事IJI幅O『 10m

支Ill弓i堤幡20～26m
・SO戸

：約234働問

本川河道代表断面 。～1伽引t.&I 支川河道代表断面
.－－一一~

、、、、、、 指毒剤
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治水代替案の比較＜引堤案の費周内訳＞

費目 種別 工 3重 数 ． 金 額
事業費 163.4 I.意円

沼道改修 163.4億円

沼道改修工事 38.8 ｛意円

掘削・処分 掘削： 262.000.i:n3 17.1 l.君円
『 一i重岸等 引堤、根継等の区間： 4.700m 21.7億円

構造物工事 78.2億円

橋梁架替 川｜棚川： 5橘石木Jll:5橘 41.5億円
一 一
i僅政築 山道堰、石木Jll:8基 36.7億円

諸工事 道路整備 ：4300m、樋管改築 ：4基 5.5億円

用地及び補償責 土地 ：5.1ha 建物 ：50戸 30.7億円

調査設計費等 測量、補償調査、設計費等 一式 10.2億円

維持管理費 (50年間〉 堆積主砂のj屈削 8.8億円

施設更新費 0.0億円

ダム中止に伴って発生する費用 62.0憧円

概算総費用 234.2億円
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1 1 .治水代替案の比較＜堤防嵩上げ案の概要＞

［！是防揮官上げ筒元］
IJ mt下能力のtt分
~±t防祇上，.，

3繍償百震度

担us:総費用

本川河道代表断面
温防鍵よ1105'r樋虚

~π1 
支川河道代表断面

h唖i_]

治水代替案の比較＜堤防嵩上げ案の費用内訳＞

費目 種目U 工 種 叡 量 金 客員

事業費 163.8億円

j司道政修 163.8億円

j司道破修工事 21.8億円

築堤盛土 盛土： 32.7αコm3 1.2億円

掘削 ・処分 掘削 ：25,4αコm3 1.2億円
一護岸等 海上げ、根継等の区間 ：5.6αコm 19.4億円

情造物工事 93.5億円

橋梁架醤 川棚川 .5橋石木Jll:5矯 45.8 i患円
堰担築 石木Jll: 8基 14.8 i恵円
排水機鑓 排水機場： 5墨 32.9億円

詰工事 道路 ：5600m 樋管改築： 4基他 9.7億円

用地及び補償責 主地 ：2.0ha 建物 ：41戸 25.9 f！円

調査設計費等 測量、補償調査、設計費等一式 12.9億円

維間管理費 (50年間〉 堆積土砂の掘削
13.0 億円

ポンプ関連設備：5基

施設更新費 ポンプ関連設備：5基 13.1億円

ダム中広に伴って発生する費用 62.0 億円

概算総費用 251.9億円
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j 1 .治水代替案の比較＜複合案の概要＞

l績合J'O筒元i
(j_1流下能力のi量分 S臨海地点可90m3/s
~·'.l l l.定 本Ill （下問爆下流）婦即I~ 1.2m程度

本川 （下問寝上涜｝樹上げliO刈n稜~
支川署It.皇個20～26m

（主判fl~屋 5戸

概算総JI用

支川河道代表断面

20-2伽！~Ill

本川河道代表断面（下問纏上流）
市
崎n
 

h
 

M
V
 
－R
 
掻
二

道

一，
河

L
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治水代替案の比較＜複合案の費用内訳＞

費目 種別 工 F重 盟 量 金 額

事業費 140.3億円

j司遭改修 140.3億円

j司道也修工事 86.2 f憲円

掘削 ・処分 抱削 ：289.000m3 21.e 1a円
護岸等 海上げ、根継等の区間 ：2.7αコm 6.4 f愈円

纏床工 掘削法面の保護 ：33.800m2 11.4億円

導流提 1,000m 46.5 f憲円

情造物工事 36.4 fl億円
一 一 一

橋梁架醤 川棚川 ：1橋石木Jll:5橋 14.2億円
一 一 一曜日交築 石木Jll:8基 21.2億円

一m水槽揚 排水機爆.1基 1.0億円

話工事 道路 ：2500m 橋梁等の搬去他 2.0 (Q円

用地及び補償責 主地 ：4.0ha 建物 ：5戸 6.2億円

調査設計費等 測量、補償調査、設計費等一式 9.5 f窓円

維持管理費 (50年間）
堆積主砂の掘削

7.7億円
ポンプ関連設備 ：1基

施設更新費 ボンヨ関連設備 ：1基 0.4億円

ダム中止に伴って発生する費用 62.0 fi億円

概算総費用 210.4 fi億円
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治水代替案の比較＜石木ダムの概要＞

【石木ダム業平福田、ダム下流面図、彼自匝断面図］

－石木Jiii：おける多目的ダムにより洪水筒節及び新緩和j水分・不特定分の貯留・補給を行う

③集水碕積
~総貯水容盆
⑤水道用水容量
⑧不特定容量
ヴ治水容畳
⑧土佐砂容量

・・町田・ ずム＂－圃園高．

.!i 

－ 

~ 
仰

岨

El旬国a.. 
ウコτzエ

55.4m 
157,000m3（コンクリートダム1
24,000m3（敏郎処理｝
9 3kmi 

5,480,000m3 

2,490.000m3 

740,000m3 

1,950,000ml 

300.000m3 

· ~；－； 三~』，

治水代替案の比較＜石木ダム案の費用内訳＞

資自 種別 工 種 叡 量 金 害責

事業費 69.7 I.意円

石木ダム （残事業） 68.1億円

j司道改修 1.6 f，患円

酒造政修工事 1.5億円

掘削 ・処分他 掘削・ 15.800m3 根縦： 300m 1.5 I.憲円
護岸 ：65m

用地及び補償資 0.0億円

調査設計費等 測盟、補償調査、設計費等 一式 0.1億円

維持管理餐 (50年間〉 6.01M円

石木ダム 一式 2.2 ff!円

酒造直修 堆積土砂の掘削 3.8億円

施設更新費 1.3億円

石木ダム 一式 1.3億円

j司道担修 ー 0.0億円

ダム申止に伴って発生する費用 0.0 億円

織算総費用 77.0 億円

※石木ダムは、治水専用ダムでの残事業費で評価としている。

残事業費（治水分〉

二 j司川負担分事業費×治水容量／（治水容量＋不特定容量〉×1.018
=(H26以降事業費142｛意円×65%）＞く1,950干m3/(1.950干m3+740千m3）×1.018
=92.3f，意円×0.7249×1.018
=67f意円×1.018=68.1億円
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治水代替案の比較＜ダム車止に伴う費用内訳＞

単位 ：千円

項 自 概 要 金 額 算 定 根 拠

① 
付曾道路完成にかかる費用 L=l. 460冊 883, 000 付曾県道1工区のみ

② 200, 000 
既買収地の維持管理費用 46. 500m7 4. 000千円／年×50年間

③ 95. 000 
仮置受水道維持管理賢用 （尊用水道｝ 水道館殺1：式 1. 900千内／年×50年間

＠ 5, 005, 000 平成25年度までの
過年度事業資に対する利水負担費用 事IJJ.k負担分1式 事業費143億円 ×事IJ氷負担35~

計 6, 183. 000 
品．． 6 2億円． 
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治水代替案の比較
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流水の正常な機能の維持＜目的＞
三圭三戸一三~~~三占＝主二三.－＇乏で？＝三主主主主圭E主圭

流水の正常な機能を維持します。
～渇水時ち水の流れを安定させ、既得用水の確保、水生生物の生息環境・寮観を保全します～

日照りが続いた時にちダムから水を流し、川を流
れる水の置を安定させ、以前から取られている水
道用水や農業用水などに必要な氷を確保します。
まだ、魚なと川の生き吻の生息i景演を守ります。

O川棚町の渇水慢害実績 0石ノトダム完成後の川棚町の取水方法

’量生年月 捕事

曙狗‘2•1月
7月178-10月118(87日嗣｝
本濁40＂用水なし、みかんも干1・UHする

電刷49隼1月 19日聞の干ばつ組書

喝事049隼8舟 23自聞の干ばつ.’

r •耳院のお・い』チラシE布
鴫絢59隼8月 ・・m水の5”を水道＊として由UI

毎日7叫がの旗本広2聞の・耳障”

『鎗耳障制限』のtJ鍋らせ配布

平園16J事8月
8月27日からパルプ・.による鈴本銅限
ェ・－・・概へ・本箇カ鎗．
議，E・E・”の陣”により，m

平成17隼6,IJ r・＊のお鳳いJチラシ配布
ェ・· ••119iへ・旗憧カ依’E

平成6年渇水状況
〈山道I僅〉

1 2.流水の正常な機能の維持＜代替案との比較＞
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利水 〈不特定〉 苅策案として 「再評価実施要領細目Jにおいて示された14策を苅象として、 川棚川流域で

の適用の可否を現行をきむ4案について積討した結果、コストなどの観点からダム案が｛蔓位と評価しました。

一 … ー

代替案位置図
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〔代替案織要〕
川棚川本川における貯水池により流水の正常な機

能の維持を目的とした貯留 ・補給を行う
・2
6・

'1＇・”
i.・ 

－
a
－”
 

• ．、、、
’1・，bべ ・ -~ゐ. ~~ －－ .. , I 1 .r;. ＇’許.－：＿.、
..,. r.ずI '' 

、》＂＇’宇水池
. 了1「ー ベ·~

m ’・
.. t -

川棚川本川における河道外貯留施19:（貯水池その1）位置図

A-A阪商

- － ~ ..II岨

．、．
． 

4却n..I • ~ ”‘．． 

貯水池＠機水樋門官官績断図
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費目 種目リ 工種 獄 &! 金 額

事業費 78.2 （.意円

貯水池 78.2憶円

貯水池 66.6 I意円
一 一

掘削、処分 掘削： 900.000m3 40.8億円
一

護岸 法覆謹岸等の区間： 1.700m 4.0億円

取水排水施設 DSI水堰 、DSI水樋管、排水樋管 15.3億円
・- 圃 一

諸工事 築慢、道路舗装、附鷹訪備 6.5 t!円

用地及び補償資 土地： 19.0ha 7.4億円

調査設計費等 測量、補償調査、設計費等一式 4.2億円

維持管理費 (50年間） 4.8億円

貯水池 ゲート関連設備 4.8傭円

施設更新費 3.4億円

貯水池 ゲート関連設備 3.4傭円

ダム中止に伴って発生する費用 62.0憶円

慨算総費用 148.4億円
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1 2.流水の正常な機能の維持
ミ百道

〔代替案慨要）

石木川採石揚跡地における貯水池により流水の正常な機能の維持を目的とした貯留 ・補給を行う

~ ．・． 

． 
3込J ・；，.＿.. -.. 

t・1ti：：γ－: . 語、，，，.＿ 、，、，．
石木川t1石場跡地における河道外貯留nl般（貯水池その2）位置図

取水飽段

苅道外貯留施E量（探石渇貯水池案）断面倒

費目 種別 工種

事業費

貯水池

貯水池
一

賠削、処分
一
コンクリート吹付

目見水排水施設
一 ー
排水設備

ー－
諸工事

用地及び補償資

調査設計費等

維用管理費 (50年間〉

貯水池

施設更新費

貯水池

ダム申止に伴って発生する費用

概費総費用

【貯水池諸元1
3総貯水容畳｛必要容量）
(tt非水ポンプ
概算総費用

770,000m3 
0.120ml/s 
128｛：愈円

．．．．．．． 

苅道外貯留経段（採石嶋貯水池案｝平面図

叡 量 金 額

54.9億円

54.9億円

51.4 f恵円
一

抱削 ：880,000m3
一一

41.4 f意円

27.100m2 3.5憶円

ft.II水堰 、取水樋管 2.1 fl意円

排水能力 ：0.18m3s C予備さむ〉 2.9億円

築握、道路舗装、附属設備 1 .5億円

ー 0.0憶円

測量、補償調査、設計費等 一式 3.5 （.憲円

8.6 f軍円

ポンフ、ゲート関連設備 8.6 f.意円

2.2 f.意円

ホンフ、ゲート関連設備 2.2 f患円

62.0 I憲円

127.7 f意円

71 

72 



〔代替案慨要）
：岩屋川における岩屋川ダムにより流水の正常な機能の維持を目的とした貯留・補給を行う

..・

~ 
／ 

’B‘..司且

岩屋川ダム平面図

タム下掴圃

費目 種別｜ 工種

事業費

利水単j虫ダム

付替道路

用地補償 〈践事業費〉

調査設計費

維持管理費

施設更新賀

ダム中止に伴って発生する費用

概算総費用

一式

一式

一式

［岩屋川ダム諸元 l
<Dt.星高
＠集水面積
o;総貯水容量
事＇＊容量
＠土佐砂容量

38.Sm 
2.72km2 

800,000π13 

710,000m3 

90,000m3 

機算総費用 139億円

－－ヘ〕イ-y'

．嶋田 タム天1111•
一一一一 ー一五L払加

ずム天JI傭高 崎 ， 
一____u.且豆島凋 ' 

’'1 J 

叡 量

測量、補（質調査、設計費等一式

一式

一式

一式
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金 額

72.3億円

43.8憶円

8.2傭円

2.0 I憲円

18.3億円

3.1億円

2.0 1意円

62.0 億円

139.4 ｛.意円
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1 2.流水の正常な機能の維持

費目 ｜種別 ｜ 工 種 叡 量 金 額

事業費 25.9 l意円

石木ダム （属事業） 25.91：患円

維間管理費 (50年間） 0.8億円

｜石木ダム 一式 0.8億円

施設更新費 0.5憶円

｜石木ダム 一式 0.5億円

ダム申止に伴って発生する費用 O.Oi意円

概算総費用 27.2 f患円

※石木ダムは、 不特定専用ダムでの残事業費で評価としている。

残事業費（不特定分〉

＝沼川負担分事業費×治水容量／（治水容量＋不特定容量〉×1.018
=(H26以降事業費142｛意円×65%）×740千m3/(1 ,950千m3+740千m3）×1.018
=92.3億円×0.2751×1.018
=25.4億円×1.018=25.9億円

j 2.流水の正常な機能の維持＜代替案との比較＞
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※石木ダム案は、 不特定専用ダムでの残事業費で評価としている。

軒皐'1'1<モ由主

｛卸水氾胸，cl

'.t• O>it’＇ ＇·• ＂en・”
’・馴証炉

之植木崩シヲ

。，，o~ ' 

549CPJ 

86(1円

22巴月

62匂同

128・円

123僧門

75 

76 



1 3.対応方針〈原案〉

＜平成27年度県再評価＞

＜社会経済情勢の変化＞
・石木ダム事業の工期の見直し変更＝今平成34年度完成

＜費用対効果分析の結果＞
・石木ダム案について費用便益比を計算づ全事業の費用便益比1. 2 5 

＜治水代替案検討の結果＞
・現行案を含む8の代替案について検討＝争石木ダムが最も有利

（＜正常な機能の維持の代替案倹討の結果＞
・現行案を含む4の代替案について検討づ石木ダムが最も育利

＜対応方針 （原案〉＞
継続
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